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ϲ 情報科学研究科の研究目的と特徴 
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ϳ 分析項目ごとの水準の判断 

分析項目Ⅰ 研究活動の状況 

(１)観点ごとの分析 

観点１－１ 研究活動の実施状況 
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(２)分析項目の水準及びその判断理由
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(２)分析項目の水準及びその判断理由
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ϴ 質の向上度の判断 

①  事例１「附属組込みシステム研究センターの設置」(分析項目Ⅰ) 

(質の向上があったと判断する取組) 
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②  事例２「情報科学分野の展開」(分析項目Ⅱ) 

(高い水準を維持していると判断する取組) 
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